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【研究成果の概要】  （ 文 字 の 大 き さ 9 ポ イ ン ト ・ 字 数 800 字 ～ 1600 字 ）  
 本 研 究 で は 地方 国 立大 学 に お け る 地域 貢 献型 の 附 属 ア ー カイ ブ ・ミ ュ ー ジ ア ム に関 す る実 地

調 査 を 行 い 、 各大 学 で展 開 さ れ て い る特 色 ある 活 動 と 背 景 を考 察 する こ と に 主 眼 を置 い た。  

最 初 に 、 南 西 日本 の 国立 大 学 で 地 域 密着 型 の活 動 を 展 開 し てい る 琉球 大 学 資 料 館 「風 樹 館」

の 展 示 視 察 、 地域 貢 献活 動 の 調 査 を 行っ た 。調 査 に 際 し て は、 同 館運 営 委 員 で あ る琉 球 大学 法

文 学 部 の 池 田 栄史 教 授ら か ら 助 言 を 受け 、 また 同 館 学 芸 員 佐々 木 健志 氏 に 地 域 貢 献活 動 現場 で

の 聞 き 取 り 調 査を 実 施し た 。 大 学 周 辺地 域 にあ る さ ま ざ ま な学 校 との 連 携 活 動 が 大学 博 物館 だ

け が 貢 献 す る とい う 形で は な く 、 時 間を か けて 教 員 と の 協 力の も とに 作 ら れ て き た「 人 と人 」

と の 繋 が り を 基礎 に 展開 さ れ て い る 点が 特 色で あ る 。  

東 日 本 大 震 災 で被 害 を受 け た 東 北 地 域で は 、大 学 博 物 館 活 動を 積 極的 に 展 開 す る 東北 大 学・

岩 手 大 学 を 調 査対 象 にし た 。 東 北 大 学で は 、同 大 学 が 有 す る大 学 史ア ー カ イ ブ （ 公文 書 館） で

あ り ミ ュ ー ジ アム で もあ る 東 北 大 学 史料 館 を訪 問 し 、 地 域 への 社 会貢 献 活 動 と ア ーカ イ ブと し

て の 運 営 実 態 に関 す る調 査 を 実 施 し た。 大 学ア ー カ イ ブ 機 能に 関 する 調 査 に あ た って は 同史 料

館 の 永 田 英 明 准教 授 から 聞 き 取 り 調 査を 行 った が 、 大 学 史 資料 だ けで は な く 地 元 の公 立 博物 館

で は 収 集 し き れな い 同大 学 ゆ か り の 地域 資 料を 収 集 す る 役 割を 果 たし て い る 。  

東 北 大 学 で は 青葉 山 キャ ン パ ス に あ る学 術 総合 博 物 館 も 調 査し た が、 同 館 で は 、 帝国 大 学時

代 以 来 の 、 膨 大な 数 量に 及 ぶ 理 学 系 ・工 学 系研 究 資 料 な ど を保 存 管理 ・ 展 示 公 開 して い る。 東

北 地 域 の 知 の 拠点 の 一つ と し て 、 ま た大 学 開放 の た め の ツ ール の ひと つ と し て 、 盛ん に 地域 へ

の 貢 献 活 動 を 展開 し てい る こ と が 分 かっ た 。公 開 講 座 だ け では な く、 一 般 向 け の 教育 的 な工 夫

が 凝 ら さ れ た 展示 、 地域 住 民 向 け の 教育 普 及活 動 に つ い て も有 用 で効 果 的 な プ ロ グラ ム が 多 数

実 施 さ れ て い る。 大 学ア ー カ イ ブ に つい て は、 前 回 調 査 し た東 北 大学 史 料 館 と 保 存管 理 ・公 開

に つ い て 役 割 分担 を して い る も の の 、連 携 体制 に つ い て 明 確に は シス テ ム 化 さ れ ては い な い 。  

岩 手 大 学 で は 、岩 手 大学 ミ ュ ー ジ ア ムを 訪 問し 、 地 域 へ の 社会 貢 献活 動 と ア ー カ イブ の 保管

実 態 に 関 す る 調査 を 実施 し た 。 同 館 は旧 盛 岡農 業 専 門 学 校 の跡 地 を利 用 す る 岩 手 大学 上 田キ ャ

ン パ ス 全 体 を ミュ ー ジア ム に 見 立 て 、宮 沢 賢治 も 学 ん だ 重 要文 化 財の 教 育 参 考 館 など を 中心 に

活 動 を 展 開 し てい る が、 主 に 地 域 貢 献の 観 点か ら 盛 ん に 活 動が 展 開さ れ て い る 。  

展 示 に つ い て は、 岩 手大 学 各 学 部 に おけ る 研究 の 地 域 へ の 貢献 、 産学 協 同 な ど の 事例 が 展開

さ れ て お り 、展示 解 説 ボラ ン テ ィ ア 活 度な ど を通 じ て 地 域 住 民と の 連携 も 盛 ん に 行 われ て いる 。

同 大 学 で 保 管 され て いる 歴 史 的 に 貴 重な ア ーカ イ ブ に つ い ては 附 属図 書 館 と 協 力 しな が ら保 存

活 動 が 進 め ら れて い る。 膨 大 な 数 量 に及 ぶ 理学 系 ・ 工 学 系 研究 資 料な ど を 保 存 管 理し つ つも 、

地 域 住 民 や 一 過性 の 観光 見 学 客 を も 念頭 に 置い た 、 さ ま ざ まな 工 夫を 凝 ら し た 展 示や 多 様な 教

育 プ ロ グ ラ ム が用 意 され て い る 。 地 域社 会 への 貢 献 で あ る と同 時 に、 地 域 社 会 と 共生 し 発展 を

続 け て い く 理 念と 方 向性 が 明 確 で あ る。 中 規模 の 地 方 総 合 大学 で はあ る が 、 地 域 密着 型 活動 の

大 き な 可 能 性 を感 じ るこ と の で き る 事例 で ある 。  

い ず れ も 、 東 京学 芸 大学 大 学 史 資 料 室、 ま た将 来 の 東 京 学 芸大 学 附属 博 物 館 設 置 に向 け て大

い に 参 考 に な る事 例 であ る が 、 本 研 究を 通 じて 、 知 の 公 開 拠点 と いう 側 面 と 同 時 に、 大 学博 物

館 に お け る 地 域住 民 との 協 力 関 係 を 媒介 に した 人 的 貢 献 活 動の 重 要性 が カ ギ で あ るこ と が明 ら

か に な っ た 。 また 、 一部 関 係 者 の 努 力だ け では な く 、 博 物 館や ア ーカ イ ブ 機 能 を 通し た 地域 生

涯 学 習 へ の 参 画と い う意 識 を 、 大 学 側が 明 確に 持 て る の か 否か が 、成 否 を 分 け る 大き な ポイ ン

ト に な る と 思 われ る 。  

研究成果発表方法  
 東 京 学 芸 大学 紀 要 ・総 合 教 育 科 学 系に 投 稿予 定 。  
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